


京都大学　門内研究室
高松第一高校デザインプロジェクトチーム

5/13 の
ワークショップ

校舎の設計に参加を促すデザインゲーム

開催内容 ワークショップの流れ

グループ ( 班 ) ごとの発表内容

デザインゲームについて

6/10 の
ワークショップ

　ワークショップの最後に、グループごとのデザインゲームの成果について発表してもらいました。プロポーザル時の設
計案をもとに、グループ内での議論を通して様々な新しいアイデアが生まれています。特に、職員室の配置の問題、普通
教室の空間構成、文化部の活動場所、などの多くの意見・思いが提示されました。ワークショップで発見された意見アイ
デアを通して、これまで議論されていなかったけれども、設計案を進化させていく上で重要な意味を持つ論点が明らかに
なってきました。

　第１回ワークショップでは、現在の校舎と新しい校舎案
の比較を行いましたが、第２回ワークショップでは、生徒・
先生たちが自分たちで新しい校舎をデザインしていくワー
クショップを行いました。
　具体的な内容として、まず前回の振り返りをして、各グ
ループの意見を共有しました。次に、設計者である日本設
計による先進的な校舎の事例紹介をもとに、新しい校舎の
イメージを膨らませた後、グループに分かれて、校舎の中
にある様々な空間を並び替えたり、新しい空間を提案した
りする “デザインゲーム” を行いました。
　生徒や先生たちの希望・意見・提案を通して、多様な新
しい校舎の可能性が発見され、新校舎案の改善点・新しい
空間のアイデアなどが数多く発見されました。

　デザインゲームは、ノースカロライナ州立大学のヘン
リー・サノフ教授が提唱した、ユーザーが施設やまちの設
計に参加するきっかけをつくる手法です。
　今回のワークショップでは、
1．空間の配置をアレンジしよう。
2．新しい空間を提案してみよう。
3．気づいたこと・意見を書きとめよう。
という３つの目標を立てて、生徒や先生たちの手で校舎の
デザインを行ってもらいました。

16:30　前回のふりかえり

多様な可能世界を探るデザインゲーム
17:00　イントロダクション

17:10　テーブルセッション

17:45　全体セッション

18:15　まとめ

18:20　閉会

グループごとにテーブルセッションで
集めた意見を発表しました。

16:45　先進的な学びの空間について

テーマ　『高松第一高校の現在と未来を考える。』
場　所：　高松第一高校　大会議室
日　時：　16時 30分～ 18時 30分
参加者：　高松第一高校　在校生 29人　教職員 4人　

第1回ワークショップの振り返り。
各グループの発表内容や場所ごとに集計
したポストイット一覧などを見て、前回
出た意見・思いを参加者が共有しました。

日本設計が実際に設計・実現した、先進
的な学びの空間の事例を紹介。
新しい学びの場についてのイメージを掴
んでもらいました。

自分たちで校舎をデザインするワーク
ショップの趣旨について、門内研究室が
用意した設計案の紹介、デザインゲーム
のルール説明などを行いました。

グループに分かれて、プロポーザル時の
設計案をもとに、自分たちの意見・思い
を反映した新校舎のデザインによって、
新しい校舎の可能性を発見しました。

プロポーザルで提案された
一番最初の新校舎案

1F に音楽・芸術の場所
( 吹奏楽部などの搬入を考慮 )

食堂をよりオープンな一高ス
トリート沿いに。

保健室を体育館・グラウンド寄り
になるよう移動。

1 班

SSH 実験室を無くして、1Fの
図書館を２Fに移動。

1 班

SSH 実験室を半分に減らして、各階ごとに学年団別に
職員室を設置する。

4 班

講義室 ( 予備教室 ) を減らして、各普通教室の幅を広くする。
1 班

教室を横並びではなく、向か
い合わせの配置にする。

6 班

SSH 実験室を減らす。
学年団別で職員室を設置。
職員室の近くに、自習室、進路
相談室を設置して、質問・相談
をしやすい配置に。

2 班

5班

職員室を学年団別に各階に分散し、余ったスペースに他の階の部屋を移動したり、
食堂を広く取れるようにする。

4 班5班


